
　患者さんが安心してリハビリできるよう、新たに取り
組みを始めました。患者さんの中には、病気の影響で痰が
からみやすく、リハビリ中に吸引が必要となる方がいらっ
しゃいます。特に、嚥下（飲み込み）訓練や呼吸訓練の場面
では、体調の変化にすぐ対応できる体制が重要です。
　2025年度は、院内での研修および試験を修了
した療法士13名が、吸引対応を含めた現場での
対応を開始しました。
　こうした取り組みを通じて、患者さん一人ひとりの状態に
合わせた、より安心・安全なリハビリを提供できる環境づくり
を進めています。

　2025年2月から特定看護師（創傷管理関連）として、院内の褥瘡（床ずれ）が
ある患者さんへ専門的な傷のケアを実施しています。手順書に沿って、傷の治り
を遅らせる原因を丁寧に取り除いたり、最新の機器で傷口の再生を早めたり
することで、傷の変化を見極めた「今、最も必要な治療」をすぐに行っています。
褥瘡の痛みやつらさを和らげ、心穏やかに過ごせる毎日をお手伝いします。

　安全で質の高い医療を提供するため、当院では全職員を対象に医療
安全講習会を年2回開催しています。今回は情報を的確に伝える手法
「SBAR（エスバー）」をテーマに、多職種でグループワークを実施しました。
立場に関係なく意見や気づきを安心して伝え合える心理的安全性を
大切にし、より安心・安全で信頼される医療の提供を目指していきます。

※事前に厚生労働省の通知に基づいた研修（告示研修）
を受講し、必要な知識と技術を習得しています。
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褥瘡治療のキーマン
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治る力を引き出す！ 特定看護師ご紹介

正確な情報共有が医療を守る

医療安全講習会を行いました

特定看護師 藤崎 知里
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機械の操作などで
分からないことがあれば
お気軽にお声かけください

※2026年1月よりスマートフォンのマイナ保険証も利用可能

～音楽でリフレッシュ～

マイナンバーカードをご利用ください

　12月19日、袋井商業高校吹奏楽部のみなさんによる院内
コンサートが開催されました。迫力ある演奏に、涙を流して感動
される患者さんの姿も見られました。音楽に触れる時間は前
向きな心を取り戻す“心のリハビリ”でもあります。入院中は、
慣れない環境で心に負担がかかりがちです。当院では身体の
回復だけでなく、心に寄り添う関わりも大切にしています。

　従来の健康保険証は終了しました。受付の際は「マイナ
保険証」を、お持ちでない方は「資格確認証」をご提示くだ
さい。

医師コラム

受付からのお知らせ

認知症もいろいろ
　アルツハイマー型認知症は有名ですが、血管
性認知症やレビー小体型認知症など他のタイプ
の認知症もあり、それぞれ対応が異なります。
記憶力の衰えだけなら病気ではないかもしれ
ません。きちんと診断し、早い段階で病状に見
合った治療や各種のサービス利用を始めることで、
お互いにストレスが少ない生活が送れるように
なるでしょう。

脳神経外科医 入院中の方は病棟へ、それ以外の方は
外来または受付にお声かけください。宮本 恒彦

外来医師担当表
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※担当医の休診などにより変更する場合がございます。

ご予約のない患者さんは、上記　　　　　にご来院ください。
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午前8：30 ～ 午前11：00まで
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聖隷袋井市民病院では

をわかりやすくをまとめた
パンフレットを設置しています。

・認知症の症状　・適切な対応
・相談窓口

リハビリテーション室News！


